
令和７年度 第２回東松山市きらめき市民大学理事会次第  

 

日 時 令和７年８月２７日（水）13:30～ 

場 所 きらめき市民大学 研修室３ 

   

 

１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

３ 議 題 

 

（１）２学期カリキュラムについて 

 
 
（２）学生募集方針について 

 
 
（３）オープンキャンパスについて 

 
 

   ４ その他 

         

 

５ 閉 会 

 

 



 

 



教養科目 くらしと健康学部 国際・文化学部 歴史・郷土学部

9/3

9/10 講座名 くらしの法律
皮膚の病気

　帯状疱疹について
日本酒を楽しむ 比企・入間の古代寺院

肩　書 埼玉県弁護士会弁護士 大東文化大学教授 　比企小売酒販組合員 東松山市文化財専門調査員

氏　名 山下　茂 後藤　孝也 中山　健太郎 坂野　千登勢

9/17 講座名 交通安全教室 海洋環境問題について 藤田嗣治　空白の自伝 松山の夜明け、前橋藩松山陣屋

肩　書 東松山市出前講座 武蔵丘短期大学准教授
東松山市文化まちづくり公社理

事長
比企一族歴史研究会代表

氏　名 地域支援課 八板　将明 近藤　史人 西村　　裕

9/24 講座名 高村光太郎と東松山
私たちのくらしと

独占禁止法の関わり
カメルーン、セネガルにおける国

際協力と文化
スポーツ

（グラウンドゴルフ）

肩　書 高村光太郎連翹忌運営委員会代表
公正取引委員会事務総局

官房総務課係長
元海外協力隊員、

森林関連コンサルタント 市民大学6・7期らくわ会

氏　名 小山　弘明 汐元　伸之 松本　淳一郎 らくわ会　伊東　成子ほか

10/1 講座名 近代日本の礎を築いた渋沢栄一 環境と食生活
スポーツ

（グラウンドゴルフ）
科学史における

埼玉の女性科学者達

肩書 作家・元県職員 武蔵丘短期大学教授 市民大学6・7期らくわ会 大東文化大学教授

氏名 今井　博昭 小河原佳子 らくわ会　伊東　成子ほか 宮瀧　交二

10/8 講座名
聴いて得する

相続・贈与のお話
スポーツ

（グラウンドゴルフ）
コロンビアでの国際協力活動

と文化について
国指定史跡

　比企城館跡群の調査成果

肩　書 税理士 市民大学6・7期らくわ会 元青年海外協力隊員 　埼玉県立嵐山史跡の博物館　学芸員

氏　名 堀江　國明 伊東　成子ほか 白井　博光 堀口　智彦

10/15 講座名
すべて世のため後のため
～塙保己一と共生のこころ

くらしの中の心理学 社交ダンス体験 施設見学

肩　書 　元立正大学教授
教育心理コンサルタント・
前高崎商科大学准教授

社交ダンスインストラクター
埋蔵文化財センター・将軍塚古墳・埼

玉ピースミュージアム

氏　名 堺　正一 坂本　章 杉山雅子/杉山透 　

10/22 講座名
シニアのファッションと

服飾の歴史
社交ダンス体験 入門　中国の歴史と民族 松山宿めぐり

肩　書 武蔵野ファッションカレッジ校長 社交ダンスインストラクター 大東文化大学名誉教授 観光ガイド

氏　名 須澤　麻紀 杉山雅子/杉山透 岡田　宏二 佐浦　希望

10/26

10/29

11/5 講座名
 人物の星座と山並み・高田博厚

の彫刻と文学
災害と歯科

～過去の災害からソナエル～
モザンビークの生活と文化 岩崎弥太郎と渋沢栄一

肩　書 千葉大学大学院特任教授 明海大学歯学部講師 元JICA海外協力隊員 彩講会講師

氏　名 高橋　在也 岩脇　淳志 寺田　篤哉 韮塚　良一

11/12 講座名 マイ・タイムラインについて 施設見学 能狂言の文化史 鎌倉殿と武蔵武士

肩　書 東松山市・危機管理防災課
クリーンセンター・不燃物埋立地

・市野川浄化センター 元東洋大学教授 埼玉県立文書館学芸員

氏　名 危機管理防災課職員 　 原田　香織 青木　裕美

11/19

11/26 講座名 宇宙開発の現状と今後について 噛んで飲み込むメカニズム 施設見学
豊臣勢力の北条氏支配地域への進攻（小
田原合戦）とその時の江戸城、川越（河越）

城、武州松山城、難波田城の状況

肩　書 宇宙航空研究開発機構社友 日本医療科学大学教授 地球観測センター・大東文化大学 元高校教諭

氏　名 木場田 繁 小林　毅 　 　牧　幸夫

12/3 講座名 クラシック音楽の魅力（１）

肩　書 元県立芸術総合高等学校長

氏　名 八木原　宗夫

　休　校

（１）2学期カリキュラムについて

　10:00 ～ スポーツ大会（グランドゴルフ）　大岡運動広場

１学年カリキュラム（案）

　10:00 ～ 始業式  10:30 ～ 消防訓練 (通報訓練・避難、誘導訓練・消火訓練・煙体験)

講師

講師

講師

講師

冬　　　　　　　休　　　　　　　み

※講義の日程等は、講師、天候などのやむを得ない事情で、予定を変更することがあります。

講師

講師

講師

講師

講師

    10:00　～　学園祭　（前日25日リハーサル）

講師

講師
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教養科目 くらしと健康学部 国際・文化学部 歴史・郷土学部

9/4

9/11 講座名
埼玉県の地下水と湧水～身近な

水源を知っていますか？～
知って安心～糖尿病の豆知識～

分裂を深めるアメリカ
その現状と展望

観光ガイドから見た
東松山の歴史

肩書 環境科学国際センター 市民病院・看護師 東洋大学名誉教授 市民大学９期生・観光ｶﾞｲド

氏名 石山　　高 大貫　早苗 西川　吉光 西村　裕

9/18 講座名
東松山市の生き物－散歩道で

出会える動植物－
フレイル予防～シニア期に
必要な食事と運動の話～

日系パラグアイ人社会と音楽
東松山の近世美術‐江野楳雪の

絵画と箭弓神社の絵馬‐

肩書 東松山市文化財保護委員 武蔵丘短期大学教授 アルパ奏者 淑徳大学人文学部客員教授

氏名 内田　博 長島　洋介 ネルソン・鈴木 小澤　弘

9/25 講座名
鑑定師たち－不動産の売買・相続・

投資で困らないために－ 軽スポーツ
近年の中台関係をめぐる

中国政治
旗本横田氏について

肩書 不動産鑑定士 武蔵丘短期大学教授
大東文化大学東洋研究所

専任研究員　教授 歴史作家

氏名 山口　和範 川井　明 鈴木　隆 今井　敏夫

10/2

10/9 講座名 郷土の名作「天の園」（１） 家族みんなで歯ッピーケア 軽スポーツ 郷土の名作「天の園」（２）

肩書 「天の園」の会事務局 健康推進課 武蔵丘短期大学教授 「天の園」の会事務局

氏名 石川　尚子ほか 市職員 高橋　琴美 石川　尚子ほか

10/16 講座名
知っておきたい、ＰＭ2.5の話～意外

な実態と原因を解説します。
 障害への理解～認め合い、支え合
い、共に暮らすまち東松山の推進～ 地獄めぐりの美術 軽スポーツ

肩書 埼玉県出前講座 　障害者福祉課 歴史と民俗の博物館 学芸員 武蔵丘短期大学教授

氏名 埼玉県職員 金子　武司 　西川　真理子 荒川　崇

10/23 講座名
県立精神保健福祉センターの事業～

メンタルヘルスを保つために～ 生活習慣病について 筝曲入門 都幾川の治水と利水の歴史

肩書 埼玉県出前講座 武蔵丘短期大学教授 「綾乃会」音楽学院主宰 きらめき市民大学卒業生

氏名 埼玉県職員 高橋　琴美 菅野　充子 千代田　恒之

10/26

10/30 講座名

11/6 講座名

11/13 講座名 東松山市の教育 パラスポーツ「ボッチャ体験」
写真で巡るスイス～アルプスだけで

はないスイスをおすすめ～
大河ドラマ・蔦重栄華乃夢噺

～江戸の庶民文化は世界一～

肩書 教育長 ボッチャインストラクター 立正大学准教授 彩講会講師

氏名 吉澤 勲 インストラクター2名 原　美登里 中鉢　英美

11/20

11/27 講座名
食を取りまく環境～日本と世界の

食糧事情を考える～
彩の国資源循環工場って

どんなところ？
次は台湾！？－日米台中

関係の国際法
鎌倉殿と岩殿観音

肩書 東洋大学名誉教授 県政出前講座 立正大学教授 正法寺住職

氏名 大熊　廣一 埼玉県職員 永田　高英 中嶋　栄

12/4     10:00　～　終業式   10:30　～　課題研究発表準備　（１）                                

講師

冬　              　休　             　み

※講義の課程は、講師、天候などのやむを得ない事情で、予定を変更することがあります。

２学年カリキュラム（案）

  10:00 ～ 始業式  10:30 ～ 消防訓練 (通報訓練・避難、誘導訓練・消火訓練・煙体験) 13:30 ～ 課題研究（４）

     10:00 ～ スポーツ大会　(グラウンドゴルフ)　 於：大岡運動広場

課　　　　　題　　　　　研　　　　　究　　　　　（５）

    10:00　～　学園祭　（前日25日リハーサル）

課　　　　　題　　　　　研　　　　　究　　　　　（６）

講師

　休　校

講師

講師

講師

講師

講師

講師
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（２）学生募集方針について 

 

令和８年度きらめき市民大学学生募集要項（案） 

 

１．応募資格  ・市民（年齢不問、ただし義務教育在学者は除く） 

         ・同一学部への再入学は不可とする。 

 

２．募集人員・学習内容 

        ・くらしと健康学部  ３０名 

          互いに支えあい、健康で楽しく生活するための方策について学ぶ。 

・国際・文化学部   ３０名 

          文化や芸術を学び、国際理解を深める。 

・歴史・郷土学部   ３０名 

郷土の歴史や民俗・文化から、地域の生活や産業とのかかわりを学ぶ。 

 

３．在学期間  ２年 

 

４．授 業 日  毎週木曜日 年間４０日程度 

 

５．授業時間  午前１０時から午後３時まで 

 

６．負 担 金  年間１万円（前期５，０００円、後期５，０００円） 

 

７．募集期間  令和８年１月５日（月）から２月２７日（金）まで 

 

８．周知方法  各市民活動センター、各図書館等にポスターとパンフレットを配架のほか、

広報紙（１月号）、ホームページ、いんふぉメール、Ｘ（旧 Twitter）、Facebook、

オンライン相談 

 

９．申込窓口  きらめき市民大学事務局、生涯学習課、各市民活動センター、市立図書館 

 

１０．申込方法  直接又は郵送、電話、電子メールやファックス 

 

１１．入学決定  募集締め切り後、入学決定通知を送付する。ただし、定員を超えた場合は、

公開抽選を行い、３月下旬までに応募者全員に通知する。 
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（３）オープンキャンパスについて 

 

   きらめき市民大学を会場に「オープンキャンパス」を開催し、参加者がきらめき市民大学の

魅力を知る機会とすることで、将来的にきらめき市民大学に入学する契機となる場を目的とし

て開催する。 

 

令和７年度 きらめき市民大学オープンキャンパス（案） 

開催日 会 場 講座内容 講 師 

11/14（金） 講 堂 
眠りのチカラ～ライフステージに

応じた快適な睡眠とは 

東京家政大学教授 

岡島 義 

11/21（金） 講 堂 箭弓稲荷神社の歴史と民俗の話 
箭弓稲荷神社宮司 

前原 利雄 

11/28（金） 講 堂 江戸木版画の歴史と技法 
版画家 

朝香 元晴 

12/5（金） 体育館 パラスポーツ「ボッチャ体験」 
ボッチャインストラクター 

佐渡 満、鈴木 文典 

 

１．応募資格  市民（年齢不問、ただし義務教育在学者は除く） 

           

 ２．募集人数  11 月 14 日、21 日、28 日は 各４０名、12月 5日は ２４名 

 

３．時  間  午前１０時３０分から正午 

 

４．負 担 金  なし 

 

５．募集期間  令和７年１０月１０日（金）から各講義開催日前々日まで 

 

６．周知方法  各市民活動センター、各図書館等にポスターとチラシを配架。 

広報紙、ホームページ、いんふぉメール、Ｘ（旧 Twitter）、Facebook で周知。 

 

７．申込窓口  きらめき市民大学事務局 

 

８．申込方法  窓口で直接、電話、ファックス、電子メール 

 

９．その他   いきいきパス・ポイント対象事業 
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【その他】 

 

①学生数 

 
１年（２３期） ２年（２２期） 

学生数 
入学時 
学生数 

学生数 
入学時 
学生数 

くらしと健康学部 ２５ ２７ １５ １９ 

国際・文化学部 ３０ ３３ ２３ ３１ 

歴史・郷土学部 ２９ ３１ ２４ ２９ 

計  ８４ ９１ ６２ ７９ 
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